
 「やさしく」「かしこく」 よりよく生きる        令和５年５月９日 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

4 月は、21 日に授業参観を行い、1 年生は小学校初めての授業

を、他学年は新しい学年での授業を参観いただきました。多くの保護

者や家族の方にお越しいただき、張り切っている子ども達の様子が

印象的でした。また、その後の学級懇談会・学年懇談会では、新しい

学級担任と交流を深めたり、子供たちのことや学級のことについて

話し合ったりして、充実した時間となったようです。多くの方々に参

観及び参加いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

5 月 8 日より、新型コロナウイルス感染症がインフルエンザ同等の第５類に引き下げされることにな

り、それに伴い、学校生活もコロナ前の活気が戻ってきます。地域の先生などゲストティ－チャーをお迎

えしての学習や校外学習も積極的に行っていけそうです。コロナにより改善されたものは継続しながら、

子供たちにとってより学びの大きい学習を効果的に進めていきたいと思います。 

 なお、5月 8日からのコロナ感染症対応につきましては、5月 2日のコドモンでお知らせしましたが、

以下の通り、変更となります。学校生活における対策・対応につきましては、5 月 8 日配布の別紙文書

に詳細を記しましたので、ご確認ください。朝の健康観察は、引き続きお願いいたします。 

皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。 

 

 矢田野小学校 校長 園下 恵子 
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～ 新型コロナ感染症第 5類移行に伴う 5月 8日以降の対応について 周知のお願い～ 

①朝の健康観察は引き続き行い、発熱や咽頭通、咳等など普段と異なる症状がある場合は、無理を

せず、自宅で療養するようにしてください。必要に応じて受診をお願いします。 

②児童の新型コロナウイルスに感染が判明した場合は、出席停止の措置をとります。 

出席停止期間の基準は、発症した後５日を経過 かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで と

します。 

また、感染の疑いや感染するおそれがある場合にも、校長の判断により出席停止の措置をとりま

す。学校に相談し、確認してください。 

③出席停止解除後は、発症から１０日を経過するまでは、マスクの着用を推奨します。 

④濃厚接触者としての特定は行わず、新型コロナウイルス感染症の感染が確認されていない者につ

いては、出席停止の対象とする必要はないということで、ご家族等が感染しても、本人に症状がな

ければ、登校が可能となります。ただし、ご家族が発症の際は、発症後 5日間は体調の変化に十

分留意してください。 

⑤マスクについては、着用を求めないことを基本としますが、身体的距離が十分確保できない時や、

感染流行など必要に応じてマスクを着用する場合もあります。引き続き、ランドセルに、マスクを数

枚入れておいてください。ご協力をお願いします 

 

 



 

         

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  5 月 2 日、晴天に恵まれ、楽しい遠足

 

 

 

6 年生も学校を楽しみました。 

 

 
樹木公園、昆虫館をまわって、

自然に親しみました。広い芝生

でのお弁当は、気持ちも解放感

でいっぱいでしたね。 

ゴールデンウィークの中の「い

しかわ動物園」。混雑で、動物た

ちをゆっくり楽しむことができ

なかったようです。 

サイエンスヒルズでは、実験やパズルなどで科学を楽しみました。 

木場潟では、中央園地のこいのぼりの下でみんなでお弁当を食べま

した。その後は、いろいろな遊具を楽しみました。 

九谷焼美術館では、九谷焼の作り

方を学んだり、作品を鑑賞しまし

た。金沢クルーズターミナル、県

庁も見学に行きました。県庁で

は、最上階から金沢平野を一望し

ました。 

加賀市の自慢である「中谷宇吉郎

館」と「鴨池」を訪れました。 

「中谷宇吉郎館」では、雪の結晶を

作り、科学の楽しさを学びました。

「また、行きたい。」という声も聞

かれました。「鴨池」では、ラムサ

ール条約に守られた湿原について

学びました。冬にまた渡り鳥達を

見てみたいものですね。 

 

休み時間は体育館も運動場も使い

放題、自分達だけの学校、それはそ

れで楽しんだようでした。 

 
5月 8日は、大雨の後でしたが、お天気が味方をしてくれ、予定

通り、5年生が田植え体験をしました。ぬかるんだ田んぼに足を取

られながらも、苗を片手に持ち丁寧に苗を植えていきました。 

これから、生育観察をしながら、水の調節や草取りなどのお世話

をいただき、9月の収穫を迎えます。楽しみですね。 

 

今年度は、表さんを

はじめとする JA や

営農組合の皆様のご

協力を得、米作りを

体験します。 

 


